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経済不況からの脱却が進まず、閉塞感漂う現実にあって、ふと気付いた事は、二進も三進も行かな 
い状況では無く、衣食住は贅沢を言わなければ足りており、今は耐えるしかないかと考えている自 
分の心があり、クラブのメンバーも同じような想いでありましょう。不況下でも奉仕活動が行える 
のは妻子・父母・社員や教師、諸先輩方、関りのある人たちのおかげであり、「ありがとう」と素直 
に言いたいと思いました。 

一方では、アメリカ主導の金融市場に象徴されるように、すべ 
ての経済事象を投資の対象とし、実体の伴わない市場で稼ぐこ 
とが正しいという風潮（実体を伴わないから巨額な市場が造ら 
れる）に象徴される、人と協同することの無い世界で自己利益 
のみを追求する思考が日本にも蔓延し、利己主義で権利主張の 
み行う人達が増えてきた。 

                 人と共に生きていく感謝の気持ちが欠けた世の中では安心と 
安らぎの街は築けません。殺伐とした世相の中、人間らしさを回復するちょっとした手段として 
「ありがとう」の心が拡がれば、そして、ありがとうの言葉に隠された「やさしさ」に心が癒され 
ることに人々が気づいてくれれば、人に感謝し自然に感謝し歴史に感謝する心を取り戻す運動を 
「ありがとう」運動として展開し、西条市民にありがとうの言葉に隠された「やさしさ」が根付い 
てくれる事を祈ります。 
 

             
 

  クラブ結成５０周年という大きな節目の年に幹事を拝命いたしました。事の重大さに日々、身が 
 細る想いでございます。肝心要の【徳増会長のサポート】、この為に１年間尽くしたいと思ってい 
ます。 
 今期、我がクラブの会長スローガンにも掲げてある「ありがとう」、この５文字を常に心において、 
 職務を全うする所存でございます。縁あって同じ時代に同じクラブのメンバーとなったことの奇跡 
 に、まずは本当にありがとうと申し上げたいと思います。この５０周年の年は、皆さんにとっても 
記念に残る１年になるでしょう。周年事業を終えた時に、全メンバーが揃って、達成感を共に分か 
ち合い、笑顔で次へバトンタッチできることを目標に、細やかな心配りを心がけ頑張ります。 
  皆様のご協力と、寛容の心で１年間、お付き合い宜しくお願いします。 
 
 
 
 西条ライオンズクラブ、第５０代徳増内閣の財務相を拝命いたしました。どうかよろしくお願い致 
します。日本経済は、平成ひとケタ代のバブル崩壊や、アメリカ発のリーマンショックによる経済 
不況に見舞われその多大な影響を受けて不況の嵐はいつ納まるか、見通しのたたない時代を迎えて 
おります。その中で、我がライオンズクラブは結成５０周年の記念すべき年を迎えました。ウィ・ 
サーブの志を同じくする会員の皆さんと共に、この経済極めて厳しい中にありますが、明るい展望 
を開く使命感をもって、徳増会長のリーダーシップのもと、５０周年の記念事業を推進し、厳しい 
財政を生かす知恵と汗を出して、世の為人の為、奉仕の誠を尽くしていこうではありませんか。 

 ものや金を追い求めると逃げられるが、お客様は神様ですと世に尽くしていると、ものや金は不思 
議と集まるとのこと、子供達の未来のために先ずは「ウィ・サーブ」でいきましょう。 

◆会 長 基 本 方 針◆  《 ありがとう運動 とは 》      第５０代会長 徳増達史

～幹事就任にあたって～                 第５０代幹事  福島 讓 

奉祝・結成５０年の記念すべき年  ～会計を拝命して～     第５０代会計 十亀興美



 
 
 西条ライオンズクラブ結成５０周年の記念すべき年に、ライオン・テーマーを務めさせて頂く事 
になりました。ライオン・テーマーとしての職務を全うし、諸先輩方の築き上げられた歴史を汚さ 
ぬように、一生懸命がんばりたいと思います。至らぬ点も多々有るかと思いますが。５０周年の成功 
に向けて皆様方の御指導と御協力を何とぞ宜しくお願い致します。 
 
 
 今年度、徳増達史会長の下「テール・ツイスター」を務めさせて頂きます。７月の第１・第２例会 
に於いて、司会進行をしくじりすみませんでした。未だこれから 20回以上の例会が残っています。 
「失敗を減らしながら“楽しい例会”（なにかかにかで【ドネーション】、【ファイン】を科されても、

笑顔を絶やさず気持ち良く。）を目指して頑張ります。」 
ところで、会員の皆様にはお願いがございます。 
「例会等進行時にお気付きの点は、ビシビシ！御指導いただきますようお願い申し上げます。」 
 
  

                                  「 人・人・人」すべては人の質    
    ～委員長ご挨拶～                                        委員長 塩崎己年夫 

     
会 員 委 員 会     我がクラブは今年、創立５０周年を迎えました。今日まで歴 

史と伝統を創りあげてこられた先輩方の並々ならぬ努力や 
願望が西条ライオンズ魂を確立されたことに敬服する次第であります。 

   この間、親睦や交流を深め、大きな成果をあげてきましたが反面、意思の疎通が不十分だったり、

近年、会員数の減少などを体験しながらタイムリーな改革が必要だなあと痛感します。 
   特に会員増強は、クラブの発展の土台でありメンバー全員の使命であるといえましょう。 

メンバーが会員の勧誘に努力し、会員増強に力を入れなくてはならない動きが必要な時期ではな 
いでしょうか。創立５０周年というときの流れのなかで会員の減少の変化を真摯に受け止め再度し 
っかりした組織固めと変化への対応と改革が必要な時でもあります。 
「人・人・人」社会の組織にあって全ては人の質こそが問題です。 
質の高い人の集まりである我がライオンズクラブが力を結集し更に高い質を求めて行動する 

 － それが我々の使命であり目標であると言えましょう。 
   最後になりましたがメンバー各位に、クラブの現状を御理解頂き、御協力を切実に願って止み 

ません。まだまだ暑い日が続きますが暮々もお身体ご自愛の上、御活躍されますよう又、幸多から 
んことをお祈り申し上げます。 

・・・・・・・        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

 ～委員長ご挨拶～                                 委員長 伊 藤 正 己 
        ２０１０年度、西条ライオンズクラブ 結成５０周年目という 

出席・計画委員会   年に、出席計画委員会委員長を拝命いたしました事、大変責任 
              重大だと、気の引き締まる思いです。今年度は、是非とも 

「１００％例会出席」を実現したいと思います。 
     ５０周年事業に先立ちまして、８月第一例会では夏の家族会として「大島・地引網体験ツアー」

を出席計画委員会メンバーで計画いたしました。どうか、会員並びにご家族皆様に、多数ご参加いた

だき、夏の良い思い出を作っていただきたいと、張り切っています。 なお、５０周年事業の際には、

強力なメンバーと共に、一生懸命お手伝いさせていただきます。どうか１年間よろしくお願いします。 

～ライオン・テーマーに就任して～     第５０代ライオン・テーマー 土居恵三

～テール・ツイスターに就任して～      第５０代テール・ツイスター 高橋 学



                 
                         １ 年 間 の 抱 負 
    ～委員長ご挨拶～                                      委員長 野間賢次郎 

青少年指導委員会   ５０周年という半世紀に渡る節目の年に委員長という大役をお 
引き受けし、重大な責任とやりがいを感じております。委員会の 
メンバーの方々、クラブメンバーの皆様、一年間よろしくお願い 

いたします。青少年委員会はその名の通り、青少年に関わる事業を考えていく委員 
     会です。小学生対象の平和ポスター、約３０チームの参加した選手、保護者にカレーを提 

供するライオンズカップ少年野球大会他、各学童、少年スポーツ大会の主催・後援、市民 
講座がこれまで行われた毎年恒例の事業ですが、本年度は徳増会長の「ありがとう」とい 
うテーマの基、地域の子ども達、地域の皆様方に喜んでいただけるような事業を考えてい 
きたいと思います。悔いの残らない一年間にできるよう頑張ります。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 

    ～委員長ご挨拶～                                         委員長 伊藤 稔 
    環境保全・保健福祉     西条ライオンズクラブ５０周年記念おめでとうございます。 

 委員会     この歴史ある偉業は、歴代の先輩方が血と汗と涙の結晶の結果、 
おかげだと若輩ながらに感じるしだいです。この大きな節目にも５０ 

歳を迎え人生の折り返し地点を経験し微力ながら全身全霊で甲子園の高校球児の 
ごとく燃える闘魂で邁進したいと思います。物事を成し遂げるためには、はっきりとした目標 

  と限りない努力が大切だと思います。今年の環境保全は、実行してよかったと思われる内容・福 
  祉に関しては、本当に困っている内容と継続事業に取り組んでいきたいと思います。 

まだまだ、若輩者ですが、皆さんのご協力の中でご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
                                     委員長 寺川治美 
   ～委員長ご挨拶～  
    ＹＥ・国際協調        この度、西条ライオンズクラブ 50周年と言う節目の年に YE・ 

委員会       国際協調委員長を務めさせて頂くことになりました。記憶ですと 
入会以来５度目位の YE・国際協調だと思いますが、２度目の委 

員長で１度目は 45周年の年で前夜祭を担当させて頂いた思い出があります。YE・国際 
協調委員会は少し特別で前年の委員会が決めた YE生派遣を今年度で実施する為 1年半位の委 
員会期間の感じがありますが、今年は前年に夏季 YE生の派遣が決まって居ない為、残念です 
が夏季 YE生の派遣を実施いたしません、さて何を行なうか思案中であります。又諸先輩方が 
築かれて来た国際交流ですが、５０周年に当たり姉妹提携クラブについても、実態の無いクラ 
ブとか交流の無いクラブについては、そろそろ見直しをするべき時期かとも思います。 
この 50周年と言う節目に、これからの国際交流の在り方を示せればと思います。 
現在はグローバルな世界となり外国との色々な交流を避けて通れなく為っておりますが、現在 
日本の若者は外国へ出かけたく無い傾向が有るようです。日本の居心地 
が良いのでしょうか？ 
もっと若者に世界を見て色々な経験をして貰い、見聞を広め、その上で 
日本を見直す機会になる様な、YE・国際協調事業が行えればと思います。 
本年一年間宜しくお願い致します。  

     



 
 

                   
 

職業柄、とりわけ酒器には興味のあるところです。 
ふだん、私が使っているものの内から、数点紹介します。 
まず徳利は、太一窯の青葉太一さんが、初めて窯を築い 
た時、自分用に焼いたものです。窯開きの当日、一目 
見るなり気に入り、無理を言って入手しました。備前 
特有のゴマ袖がほどよくかかり、よい景色となってい 
ます。 
 次に盃は、右から砥部の窯元、きよし窯の山田紀 
慶さんからいただきました。作者は伊藤五百亀先生 
です。晩年、見学に来た際、数点造った内の一つで 
す。さすがにその道の方だけあって、盃の造りにも独特のものを感じます。 

   次のは阿部祐工先生の作です。先生の作品は割と沢山持っています。後は以前から家にあった 
李朝のものです。いずれも、くちびるのフィット感がすこぶるよろしい。 
ガラス製のものは、倉敷ガラスの作家、小谷先生父子のものです。小さい方が父の作で、主に大き 
い方で、冷酒専用となっています。 
最後にビール用として、１０年位前に旅先で数点求めた内のアンティークのボヘミヤガラスです。 
まわりが少々いびつになっているのが何とも言えません。 

  以上、天候とその日の気分で使い分けしている、ささやかな私の逸品です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

今岡正士さんの入会式を行いました。久しぶりの新会員を迎え、皆でお祝いのジュース乾杯！ 
頼もしい方をメンバーに加えクラブの ＰＯＷＥＲ ＵＰは間違いなし！ 

７月第１例会（第 1169回） 

７月第２例会（第 1170回） 

前執行部に五役賞の授与         50周年が無事成功しますよう御札 
                                                をいただきました 



【編集後記】 
暑い日が続き、大変な毎日でしたが皆様お変わりございませんか。 
新たな年度を迎え新しい執行部と、委員長の心意気を感じていただけましたか？５０周年に向けて 
西条ライオンズクラブは躍進します！ 
 今月号でめでたく会報発刊 400号を迎えましたが、今年１年宜しくお願い申し上げます。 

 ＰＲ・広報委員長 近藤基弘

発行者 会 長  徳増達史 
    幹 事  福島 讓 
PR･広報委員長  近藤基弘 

編集委員  越智英明 ・ 加藤 茂 
      西原 功 ・ 松浦 裕 
      原 育雄 ・ 高木和幸 

例会日 第１･第３火曜日  
例会場 黒猫レストラン 
印 刷 西条ライオンズクラブ事務局 

 
                                      Ｌ．今 岡 正 士 
この度、徳増先生のご紹介により、西条ライオンズクラブに入会させていただきました。  

 西条ライオンズクラブの発足５０周年という記念の年に入会できた事は大変嬉しく忘れられない年 
になると思います。 

 家族構成は、父、母、妻、長男、私の５人家族です。そして、今年の１月からチワワのユリちゃん 
（我が家のアイドル）が家族の一員となり楽しい日々を送っています。 

  現在、私は父の後を継いで、西条商店街にて、電機店（株イマオカ電機）を経営しています。 
家電品の販売、修理、工事、電材の卸等を通してお客様の満足や便利さといった価値を提供するこ 
とによってお客様からたくさん「ありがとう」と言って頂けるよう日々頑張っています。お客様に 
喜んでいただけることが私たちにとって最高の喜びです。そして、共に働く仲間にも「ありがとう」 
と言い合える職場でありたいと思います。 
  西条ライオンズクラブにおかれましては、本年５０周年を迎えられるということですが、５０年 
前の１９６０年はといいますと、カラーテレビのアナログ放送が始まった年です。そして５０年と 
いう歴史を経て２０１１年にアナログ放送の時代が終了し、地上デジタル放送に完全移行されよう 
としています。高度経済成長期の激動の日本をボランティア活動等を通して社会に貢献し、支えて 
こられた先輩方の思いを感じた時に、より一層活動の大切さを感じました。 

 西条ライオンズクラブのメンバーの皆さんとの交流とボランティア活動を通して自身の成長と共に、 
困っている人の力になり、人の為に役に立てるよう心がけたいと思います。 

 今後ともご指導よろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  我が家のアイドル♪ユリちゃん♪                               楽しい我が家です 
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スポンサー   徳増達史会長 
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７月第２例会入会 新 会 員 紹 介 


